








1983（昭和58年）6.29 地鎮祭
12.10 落成式

1984（昭和59年）4.19 歯科診療所開設届提出
4.29 医療機関認定
6.30 歯科治療開始

1987（昭和62年）1.1 建設記念誌「花ひらく」発刊
1994（平成６年）10.29   厚生大臣表彰を受賞
1995（平成７年）1.10 厚生大臣表彰受賞及び開設10周年記念祝賀会
2005（平成17年）1.8 開設20周年記念祝賀会
2014（平成26年）7.12 開設30周年記念祝賀会
2015（平成27年） 改修工事

歴代指導医
久保田孝文先生（S59.6.30 九州歯科大学口腔外科）

仲西修先生 （S60.7.6～H17.2.4 九州歯科大学 生体機能制御学講座）

天野裕治先生 (H3.1.5～R5.3.25 田川市立病院 歯科・歯科口腔外科）

原野望先生 （H22.6.5～R6.3.30 九州歯科大学歯科侵襲制御学分野）

山口喜一郎先生（R5.4.8～現在福岡リハビリテーション病院)

久保田潤平先生（R6.4～現在九州歯科大学生体機能学講座老年障害者歯科学分野）

開設記念誌
花ひらく

厚生大臣表彰受賞
10周年記念祝賀会

30周年記念祝賀会



１．年度別のべ患者数

１年間に来院された患者さんの、のべ人数の推移です。
診療時間が毎週土曜日１３時から１７時までで、ユニット
数２台のため、患者数には限界があり、増え続けるわけで
はありません。それでも多いときは３０分１名の予約２枠
が全て埋まってしまいます。令和２年からはコロナウィル
ス感染症で受診者数制限を行ったこともあり減少していま
す。



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

-10 -20 -30 -40 -50 -60 60- -10 -20 -30 -40 -50 -60 60- -10 -20 -30 -40 -50 -60 60-

H6-15 H16-25 H26-R5

男

女

２．年齢別患者数

１年ごとに患者実数で数えたものを１０年分足したデータに
なっています。例えば１０年間ずっと来られている方は１０回
分カウントされています。
最新１０年だけ見ればどの年代も偏りなく来院されています。
６０代以上の高齢者が増えています。内訳は60代32人、70代33
人、80代以上33人です。

笑気ガスとモニタリングは多くの患者
さんに用いられています



３．地域別患者数

１年ごとに患者実数で数えています。例えば１０年間来られて
いる方は１０回分カウントされています。歯科医師会のエリア
である直方市、宮若市、鞍手郡（鞍手町、小竹町）が多いです
が、飯塚田川の筑豊地区や北九州などからも来られています。
その他は中間市、遠賀郡、行橋市、宗像市などです。

直方市 宮若市 鞍手郡 飯塚市 嘉麻市 田川市 田川郡 中間市 その他

H6-15 266 0 153 26 20 28 56 6 45

H16-25 132 28 27 23 7 11 22 10 28

H26-R5 222 60 36 32 8 14 18 20 47



４．障がい別患者数
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％ 精神発達障害 脳性麻痺 脳血管障害 ダウン症候群 その他

H5-15 44.2 7.2 15.7 4.3 28.6

H16-25 59 1.7 5.6 2.4 30.9

来院患者さんの障がい別の１０年ごとの集計です。H26-R5
は実数表記ですが、それ以前は実数のデータがなく全体の
中の％表記となっています。病名も以前と違う表記になっ
ています。最近10年で言えば自閉スペクトラム症と知的障
害がほとんどですが、限局性恐怖症（歯科恐怖症、パニッ
ク症）や認知症の方が増えてきました。正常やその他は骨
粗鬆症や粘膜疾患など会員の歯科医院から紹介されたケー
スが多いです。



H5-15

H26-R5

メインテナンス

歯周処置

充填処置

外科処置

補綴処置

歯内療法

衛生教育

その他

５．処置内容の内訳

（参考）H6-15およびH16-25のデータ
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処置内容のデータです。最新の１０年の分からメインテナ
ンスの項目を新設しました（H16-25の際は歯周処置の中に
入れていました）。だんだんとメインテナンスで長く通わ
れている方が増えて行っています。H5-25 までは実数の記
録がなく、％で示しています。

％ 歯周処置 充填処置 外科処置 補綴処置 歯内療法 衛生教育 健診のみ その他

H5-15 24.6 13.3 19.4 9.9 8.7 7.4 4.8 11.8

H16-25 42.96 6.6 21.7 9.97 8.69 7.41 1.02 1.53



６．初診患者の来院経路

平成26年から令和5年までの10年間に初診で来られた患者さ
ん153名がどのような媒介を経て来院されたかを調べました。
一番多いのは会員の診療所からの紹介で、大学病院等が遠
いため、近所で診てもらえるのは助かります。この10年は
指導医の先生が大学勤務だったのでこの地区の患者さんを
逆に紹介いただくことも多く、また口腔管理推進室が設置さ
れて高齢者施設などからの紹介も増えました







1983設立当時の会館



今回、筑豊口腔保健センター（以下センター）の開
設４０周年記念祝賀会にあたり、センター診療の資料
をまとめた記念誌の発行を進めてまいりました。
当初は、精神発達障害などの抑制が必要な患者さん

が多くみられましたが、近年では自閉症スペクトラム
症、限局性恐怖症や高齢者の脳疾患後、循環障害、認
知症の患者さんが増えてきました。
治療に関しては、一次医療機関からの紹介を受け患

者さんに応じた治療を行い、それを維持し齲蝕や歯周
病の再発を防ぐためのメインテナンスが主流となって
おります。困難な場合は大学病院等の二次医療機関へ
紹介しますが、その後はセンターで維持管理という
ケースもあります。
今後は、患者さんに安心、快適な治療を受けていた

だくよう、行政からの御支援もお願いしながら、時代
に即した設備、環境を充実していきたいと思います。
また、将来的には「日本障害者歯科学会」の「認定

施設」を目ざし、地域社会により密着したセンターと
なりますよう、直方歯科医師会会員一同努力してまい
ります。関係各位の皆様方には今後ともより一層の御
理解と御支援のほどよろしくお願い致します。
最後に、本記念誌をまとめていただいたセンター・

介護保険委員会の藤田理事、安河内委員長さらに本祝
賀会を準備していただいた実行委員会の先生方に深く
感謝の意を表します。

筑豊口腔保健センター開設４０周年記念祝賀会実行臨時委員会

委員長 水摩敏雄 副委員長 藤田孝一

委 員 宇野大作 中園陽一 野田大三

山本清 白土徹 安河内真司

オブザーバー

赤間功 川端貴美子 樋口克彦
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